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梅雨前線などの影響による７月２４日～２５日の記録的な大雨により、災害などにあわれま

した皆さんに心からお見舞い申し上げます。それでも、田んぼの稲もたくましさを増し、収穫

の秋に向かって順調に成長している様子に「豊作」を願うばかりです。 

事業実施報告 

 

６月８日（土）「伝統作物のてんこ小豆伝承活動」 （増田地区交流センター） 

 秋田県で伝統的に赤飯用の豆として使用されている「てんこ小豆」を、地区の地域特産 

品に繋げることを目的に、今年は当地区交流センターの事業として行うことにしました。 

作業には交流センター運営委員や地元市民の皆さんの他、“秋田てんこ小豆伝承プロジェ 

  クト”会員の皆さんに加え、増田を訪れた国際教養大学（秋田市）の学生さん達も参加し、 

  国際色豊かな作業風景となりました。 

また、増田小学校の農園にも児童と一緒に「てんこ小豆」 

の播種を行いました。順調に育っています！ 

    

 

 

                   

 

 

   

 

  

 

６月１０日（月）「花いっぱい推進運動」 （環境部） 

   今年も国道３４２号線沿いの花壇に、増田町婦人会と 

当地区交流センター運営委員の他、増田小学校の４～６年生 

の児童の皆さんの協力を得て、約２７００株の花苗を植栽 

しました。 
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増小児童と一緒に！ 



  ６月２９日（土）「ホタル観察会」  （環境部） 

 今回のホタル観察会には６０人を超える参加が 

あり、幻想的な光を放ち、飛び交うホタルにあち 

らこちらから感嘆の声が上がっており 

ました。最近は「見れるホタル」ではなく 

「見に行くホタル」になってしまいました。 

      

７月７日（日）「増田地区交流センターまつり」 （増田地区交流センター） 

 今年も多目的研修センターを会場に開催した“交流センターまつり”には、約６００人の 

方々が来場し、メイン会場には所せましと設置された縁日のゲームや屋台などで思い思いに 

楽しんでおりました。また、催し物のひとつとして吹奏楽団による演奏や餅まきなども開催さ

れ、一日だけの”お祭り“を楽しみました。 

 

 

    

 

 

 

 

７月２０日（土）「わくわくウォーキング in 金山」 （スポーツレクリエーション部） 

 今回の“わくわくウォーキング”は、３８人の参加により山形県金山町を会場に開催しまし

た。傘を持ってのスタートでしたが、次第に雨も止み、杉の美林やコイが泳ぐ大堰、白壁と杉

板張りの家並み等の景色を楽しみながらウォーキングしてきました。 

 

 

 

    

    

   
 
 

 
・・・今後の交流センター事業のお知らせ・・・ 

★８月 ２日（金）・・・「増田地区ネットワーク会議」（増田地区各集落代表者会議）            

★８月１２日（月）～１６日（金）・・・「高橋宗作 写真回顧展」 

                   （増田庁舎 １F フリースペース） 

★８月２７日(火)・・・「エンジョイソング」 ～市民歌や県民歌を歌おう！～ 

           ２回目以降、９/１０、9/２４、１０/１、１０/２２ 開催 

         （多目的研修センター1F ホール） 

     詳しくは交流センター事務局までお問い合わせください。 

           増田地区交流センター事務局  （電話）４５-５５５６ 

出発前の勉強会の様子 


